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在来線運行管理システムの取替および機能向上について 
 

当社では、平成元年～１６年に名松線を除く在来線各線区の運行管理システム（ＣＴＣ・

ＰＲＣ装置等）の整備が完了し、設備の更新時期を迎えています。現在、取替工事を実施

中の東海道本線（名古屋地区：新所原駅～米原駅間）に加え、このたび、東海道本線（静

岡地区：熱海駅～新所原駅間）の運行管理システムの取替を実施することとしました。ま

た、これにあわせて指令員の支援・訓練機能を充実させることにより、輸送の安全性向上、

および異常時におけるダイヤの早期回復に努めます。 

 

１.今回のシステム取替の特徴 

（１）運転規制発生時の支援機能の付加 

地震・風・雨による運転規制時に列車を確実に停止させるため、これまでは指令員

が関係する信号機を一箇所ずつ手動で停止信号にしておりましたが、これを運転規制

発生と同時に自動で停止信号とするシステムとし、迅速かつ正確な対応が可能になり

ます。 

 

（２）異常時対応訓練機能の充実・ダイヤ操作支援機能の付加 

指令員の訓練装置にシナリオ機能を追加することで、設備障害時や列車遅延時など

の異常な状況を模擬的に作り出し、より実践的な訓練を行うことにより、異常時の対応能

力の向上を図ります。また、あわせて異常時に指令員が行うダイヤ変更操作を支援する

機能を追加することで、ダイヤの早期回復に努めます。 

 

（３）最新ハードウェア構成による更なるシステム安定性の向上 

ＣＴＣ装置間の通信回線を光回線化することで、伝送品質および伝送量の向上を図

ります。また、ＣＴＣ駅装置の保守機能を強化することで、運行管理システムの安定

運用をサポートします。 

 

   ※（１）～（３）は名古屋地区と静岡地区、同一の機能となります。 

 

２．工事費（概算） 

約９５億円（東海道本線名古屋地区・静岡地区取替工事費の合計） 

 

３.スケジュール 

名古屋地区 平成２２年工事着手済み、平成２６年秋 使用開始 
静岡地区  平成２５年夏 工事着手、平成２９年秋 使用開始 

 



在来線運行管理システム 概要

【在来線総合指令所】

今回の取替対象

別紙１

ＰＲＣ装置 ＣＴＣ中央装置

… ……… … … … … … …

運転計画入力 装置 中央装置運転計画入力

【駅】

発車ご案内
Ｔｒａｉｎ　Ｄｅｐａｒｔｕｒｅｓ

種　別　　　　　　　　　　発車時刻　　　　　　　行　先　　　　　　　　　　　　両数 種　別　　　　　　　　　　発車時刻　　　　　　　行　先　　　　　　　　　　　　両数

１ ２発車ご案内
Ｔｒａｉｎ　Ｄｅｐａｒｔｕｒｅｓ

普　通　　１８：２５　　　米　原　　　６両 普　通　　１８：５５　　　大　垣　　　４両

快　速　　１９：０５　　　岐　阜　　　４両普　通　　１８：４４　　　岐　阜　　　６両

自動放送
装置

ＣＴＣ
駅装置

ＣＴＣ（Centralized Traffic Control） ： 列車集中制御装置

発車標制御 信号機・
ポイント制御

ＣＴＣ（Centralized Traffic Control） ： 列車集中制御装置
・指令所で列車の運行を集中管理する装置。

ＰＲＣ（Programmed Route Control） ： 自動進路制御装置
・ＣＴＣ装置を介して、各駅の列車ごとの進路を自動制御する装置。



システム取替の特徴

（１） 運転規制発生時の支援機能

沿線風速計から
規制値超過情報を取得

≪風規制時のイメージ≫

別紙２

ＰＲＣ装置

規制区間内の関係信号機を
自動的に赤信号に変更

（※従来は指令員が手動で操作）
規制値

Ｂ駅

風速計

Ａ駅 Ｃ駅

（２） 異常時対応訓練機能・ダイヤ操作支援機能 従来：列車ごとに操作

① ② ③

Ｂ駅

規制区間

Ａ駅 Ｃ駅

A駅

B駅

C駅

④

今回 まとめ 操作

異常時発生

A駅

異常時対応訓練

異常時発生のシナリオを
予め登録しておくことで、
訓練装置上で異常時を再現し、
より実践的な訓練を実現

今回：まとめて操作

A駅

B駅

C駅

①

B駅

C駅

ダイヤの変更操作を支援する機能を付加

より実践的な訓練を実現
（※従来は机上教育で実施）

C駅

（３） 最新のハードウェアによる構成

伝送品質および伝送量の向上、保守機能の強化
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